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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
(2R,3R)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド、(2R,3S)-2-アミ
ノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド及び(2S,3R)-2-アミノ-3-メチル-N
-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミドから成る群から選択される化合物又はこれらの医
薬的に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグから成る、p75発現に関
係する障害を治療するための医薬組成物。
【請求項２】
(2S,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド、(2R,3R)-2-アミ
ノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド、(2R,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(
2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド及び(2S,3R)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノ
エチル)-ペンタンアミドから成る群から選択される２以上の化合物の混合物、又はこれら
化合物の医薬的に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグ（但し、該混
合物が、(2S,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド及び(2R,3
R)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミドのみから成る混合物、又
はこれらの医薬的に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグである場合
、(2S,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド又はこの医薬的
に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグの量は、該混合物の総量に対
して約５重量％未満ではない。）から成る、p75発現に関係する障害を治療するための医
薬組成物。
【請求項３】
(2R,3R)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド、(2R,3S)-2-アミ
ノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド及び(2S,3R)-2-アミノ-3-メチル-N
-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミドから成る群から選択される化合物又はこれらの医
薬的に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグ。
【請求項４】
(2S,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド、(2R,3R)-2-アミ
ノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド、(2R,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(
2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド及び(2S,3R)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノ
エチル)-ペンタンアミドから成る群から選択される２以上の化合物の混合物、又はこれら
化合物の医薬的に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグ（但し、該混
合物が、(2S,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド及び(2R,3
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R)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミドのみから成る混合物、又
はこれらの医薬的に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグである場合
、(2S,3S)-2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ペンタンアミド又はこの医薬的
に許容された塩、溶媒和物、エステル若しくはプロドラッグの量は、該混合物の総量に対
して約５重量％未満ではない。）。
【請求項５】
医薬的に許容された稀釈剤又は担体、及び化学式I、IA、IB、II、IIA、IIB、III、IV又は
IVAで表される化合物又はこれらの医薬的に許容された塩、エステル、プロドラッグ若し
くは溶媒和物から成る医薬組成物であって、
該化学式Iで表される化合物が下記構造：
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ１'、Ｒ２、Ｒ２'、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は
任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲ２及びＲ２'は共に=O、=S又
は=CH2を形成してもよく、Ｒ５は、ヘテロシクロアルキル基を表し、Ｘは、CH2、NH、Ｏ
又はＳを表し、ｎは０，１，２，３，４，又は５を表し、ｍは１又は２を表す。）で表さ
れ、
該化学式IAで表される化合物が下記構造：

【化２】

（式中、Ｒ１，Ｒ１'，Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換基
を有していてもよいアルキル基を表し、ｎは、０，１，２，３，４又は５を表す。）で表
され、
該化学式IBで表される化合物が下記構造：
【化３】

（式中、Ｒ１，Ｒ１'，Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換基
を有していてもよいアルキル基を表す。）で表され、
該化学式IIで表される化合物が下記構造：
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【化４】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４，５又は６を表し、Ｙ、Ｖ及びＷは、それぞれ独立し
て、=CH2、=NH、=O又は=Sを表し、Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立して、水素原子又
は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ独
立して、水素原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R

a又
は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒａ及びＲｂは、それぞれ独立し
て、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｚはヘテロシクロ
アルキル基又はヘテロアリール基を表し、各ヘテロシクロアルキル基又はヘテロアリール
基はヘテロ原子を介して結合し、任意に置換基を有していてもよい。）で表され、
該化学式IIAで表される化合物が下記構造：
【化５】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４，５又は６を表し、ｑは、１，２，３又は４を表し、
ｔは、０，１，２，又は３を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立して、Ｏ又はＳを表し
、Ｒ６は、それぞれ独立して、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS
(=O)2R

a又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１０及びＲ１１は、
それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ
１２及びＲ１３は、それぞれ独立して、水素原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa

、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R
a又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表す。）

で表され、
該化学式IIBで表される化合物が下記構造：
【化６】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４、５又は６を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立し
て、Ｏ又はＳを表し、Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換
基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ独立して、水素
原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R

a又は任意に置換
基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ'及びＲ"は、これらに結合した窒素原子と共
に任意に置換基を有していてもよい複素環アリール基を形成する。）で表され、
該化学式IIIで表される化合物が下記構造：
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【化７】

（式中、Ｘは、CH2、NH、O又はSを表し、ｓは、０，１，２，３又は４を表し、Ｒ１９，
Ｒ１９′，Ｒ２０，Ｒ２０′、Ｒ２１，Ｒ２１′，Ｒ２２，Ｒ２２′及びＲ２４は、それ
ぞれ独立して、不存在、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し
、又はＲ２０及びＲ２０'は共に=O、=S又は=CH2を形成してもよく、又はＲ２０及びＲ２

１はこれらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基を形
成してもよく、又はＲ２０及びＲ２１はこれらに結合する原子と共に任意に置換基を有し
ていてもよいアリール基を形成してもよく、又はＲ１９及びＲ２０は、これらに結合する
原子と共に任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基を形成してもよく、又はＲ
１９及びＲ２０は、これらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよいアリー
ル基を形成してもよく、Ｒ２３は、水素原子、任意に置換基を有していてもよいアルキル
基、任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基、又は任意に置換基を有していて
もよいアリール基を表す。）で表され、
該化学式IVで表される化合物が下記構造：
【化８】

（式中、ｐは、１，２，３，４，５又は６を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立して、
ＣＨ２，ＮＨ，Ｏ又はＳを表し、Ｒ３０，Ｒ３１，Ｒ３２，Ｒ３２′Ｒ３３，Ｒ３４，Ｒ
３４′，Ｒ３５，Ｒ３５′，Ｒ３６，及びＲ３６′は、それぞれ独立して、不存在、水素
原子、又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲ３４及びＲ３６は
、これらに結合する原子と共に、任意に置換基を有していてもよい炭化水素環を形成して
もよく、Ｅは、-CHRcRd、-NRcRd、-ORc又はSRcを表し、Ｒｃ及びＲｄは、それぞれ独立し
て、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲｃ及びＲｄ

はこれらに結合する窒素原子と共に任意に置換基を有していてもよい複素環基を形成し、
又はＲｃ及びＲｄはこれらに結合する炭素原子と共に任意に置換基を有していてもよい炭
素環基を形成する。）で表され、
該化学式IVAで表される化合物が下記構造：
【化９】

（式中、ｐは１，２，３，４，５又は６を表し、Ｖは、CH2、NH、O又はSを表し、Ｒ３２

，Ｒ３２'，Ｒ３３，Ｒ３４，Ｒ３４'，Ｒ３５，Ｒ３５'，Ｒ３６及びＲ３６'は、それぞ
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れ独立して、不存在、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、
又はＲ３４及びＲ３６は、これらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよい
炭素環基を形成してもよく、Ｅは、-CHRcRd、-NRcRd、-ORc及び-SRcを表し、Ｒｃ及びＲ
ｄは、それぞれ独立して水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し
、又はＲｃ及びＲｄは、これらに結合する窒素原子と共に任意に置換基を有していてもよ
い複素環基を形成し、又はＲc及びＲｄは、これらに結合する炭素原子と共に任意に置換
基を有していてもよい炭素環基を形成する。）で表される医薬組成物。
【請求項６】
化学式I、IA、IB、II、IIA、IIB、III、IV又はIVAで表される化合物又はこれらの医薬的
に許容された塩、エステル、プロドラッグ若しくは溶媒和物から成る、p75発現に関係す
る障害を治療するための医薬組成物であって、
該化学式Iで表される化合物が下記構造：
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ１'、Ｒ２、Ｒ２'、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は
任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲ２及びＲ２'は共に=O、=S又
は=CH2を形成してもよく、Ｒ５は、ヘテロシクロアルキル基を表し、Ｘは、CH2、NH、Ｏ
又はＳを表し、ｎは０，１，２，３，４，又は５を表し、ｍは１又は２を表す。）で表さ
れ、
該化学式IAで表される化合物が下記構造：

【化２】

（式中、Ｒ１，Ｒ１'，Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換基
を有していてもよいアルキル基を表し、ｎは、０，１，２，３，４又は５を表す。）で表
され、
該化学式IBで表される化合物が下記構造：

【化３】

（式中、Ｒ１，Ｒ１'，Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換基
を有していてもよいアルキル基を表す。）で表され、
該化学式IIで表される化合物が下記構造：
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【化４】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４，５又は６を表し、Ｙ、Ｖ及びＷは、それぞれ独立し
て、=CH2、=NH、=O又は=Sを表し、Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立して、水素原子又
は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ独
立して、水素原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R

a又
は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒａ及びＲｂは、それぞれ独立し
て、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｚはヘテロシクロ
アルキル基又はヘテロアリール基を表し、各ヘテロシクロアルキル基又はヘテロアリール
基はヘテロ原子を介して結合し、任意に置換基を有していてもよい。）で表され、
該化学式IIAで表される化合物が下記構造：
【化５】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４，５又は６を表し、ｑは、１，２，３又は４を表し、
ｔは、０，１，２，又は３を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立して、Ｏ又はＳを表し
、Ｒ６は、それぞれ独立して、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS
(=O)2R

a又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１０及びＲ１１は、
それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ
１２及びＲ１３は、それぞれ独立して、水素原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa

、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R
a又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表す。）

で表され、
該化学式IIBで表される化合物が下記構造：
【化６】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４、５又は６を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立し
て、Ｏ又はＳを表し、Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立して、水素原子又は任意に置換
基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ独立して、水素
原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R

a又は任意に置換
基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ'及びＲ"は、これらに結合した窒素原子と共
に任意に置換基を有していてもよい複素環アリール基を形成する。）で表され、
該化学式IIIで表される化合物が下記構造：
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【化７】

（式中、Ｘは、CH2、NH、O又はSを表し、ｓは、０，１，２，３又は４を表し、Ｒ１９，
Ｒ１９′，Ｒ２０，Ｒ２０′、Ｒ２１，Ｒ２１′，Ｒ２２，Ｒ２２′及びＲ２４は、それ
ぞれ独立して、不存在、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し
、又はＲ２０及びＲ２０'は共に=O、=S又は=CH2を形成してもよく、又はＲ２０及びＲ２

１はこれらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基を形
成してもよく、又はＲ２０及びＲ２１はこれらに結合する原子と共に任意に置換基を有し
ていてもよいアリール基を形成してもよく、又はＲ１９及びＲ２０は、これらに結合する
原子と共に任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基を形成してもよく、又はＲ
１９及びＲ２０は、これらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよいアリー
ル基を形成してもよく、Ｒ２３は、水素原子、任意に置換基を有していてもよいアルキル
基、任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基、又は任意に置換基を有していて
もよいアリール基を表す。）で表され、
該化学式IVで表される化合物が下記構造：
【化８】

（式中、ｐは、１，２，３，４，５又は６を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立して、
ＣＨ２，ＮＨ，Ｏ又はＳを表し、Ｒ３０，Ｒ３１，Ｒ３２，Ｒ３２′Ｒ３３，Ｒ３４，Ｒ
３４′，Ｒ３５，Ｒ３５′，Ｒ３６，及びＲ３６′は、それぞれ独立して、不存在、水素
原子、又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲ３４及びＲ３６は
、これらに結合する原子と共に、任意に置換基を有していてもよい炭化水素環を形成して
もよく、Ｅは、-CHRcRd、-NRcRd、-ORc又はSRcを表し、Ｒｃ及びＲｄは、それぞれ独立し
て、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲｃ及びＲｄ

はこれらに結合する窒素原子と共に任意に置換基を有していてもよい複素環基を形成し、
又はＲｃ及びＲｄはこれらに結合する炭素原子と共に任意に置換基を有していてもよい炭
素環基を形成する。）で表され、
該化学式IVAで表される化合物が下記構造：
【化９】

（式中、ｐは１，２，３，４，５又は６を表し、Ｖは、CH2、NH、O又はSを表し、Ｒ３２

，Ｒ３２'，Ｒ３３，Ｒ３４，Ｒ３４'，Ｒ３５，Ｒ３５'，Ｒ３６及びＲ３６'は、それぞ
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れ独立して、不存在、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、
又はＲ３４及びＲ３６は、これらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよい
炭素環基を形成してもよく、Ｅは、-CHRcRd、-NRcRd、-ORc及び-SRcを表し、Ｒｃ及びＲ
ｄは、それぞれ独立して水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し
、又はＲｃ及びＲｄは、これらに結合する窒素原子と共に任意に置換基を有していてもよ
い複素環基を形成し、又はＲc及びＲｄは、これらに結合する炭素原子と共に任意に置換
基を有していてもよい炭素環基を形成する。）で表される医薬組成物。
【請求項７】
化学式Ｉ：
【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ１'、Ｒ２、Ｒ２'、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、水素原子又は
任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲ２及びＲ２'は共に=O、=S又
は=CH2を形成してもよく、Ｒ５は、ヘテロシクロアルキル基を表し、Ｘは、CH2、NH、Ｏ
，又はＳを表し、ｎは０，１，２，３，４，又は５を表し、ｍは１又は２を表す。）で表
される化合物又は医薬的に許容可能なこれらの塩、エステル、プロドラッグ若しくは溶媒
和物。
【請求項８】
化学式II：
【化４】

（式中、ｐは、０，１，２，３，４，５又は６を表し、Ｙ、Ｖ及びＷは、それぞれ独立し
て、=CH2、=NH、=O又は=Sを表し、Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立して、水素原子又
は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ独
立して、水素原子、-NRaRb、-OH、-C(=O)ORa、-C(=O)NHRa、-NHC(=O)Ra、-NHS(=O)2R

a又
は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｒａ及びＲｂは、それぞれ独立し
て、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、Ｚは任意に置換基
を有していてもよいヘテロシクロアルキル基又は任意に置換基を有していてもよいヘテロ
アリール基を表す。）で表される化合物、又はこれらの医薬的に許容された塩、エステル
、プロドラッグ若しくは溶媒和物。
【請求項９】
化学式III：

【化７】
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（式中、Ｘは、CH2、NH、O又はSを表し、ｓは、０，１，２，３又は４を表し、Ｒ１９，
Ｒ１９′，Ｒ２０，Ｒ２０′、Ｒ２１，Ｒ２１′，Ｒ２２，Ｒ２２′及びＲ２４は、それ
ぞれ独立して、不存在、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し
、又はＲ２０及びＲ２０'は共に=O、=S又は=CH2を形成してもよく、又はＲ２０及びＲ２

１はこれらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基を形
成してもよく、又はＲ２０及びＲ２１はこれらに結合する原子と共に任意に置換基を有し
ていてもよいアリール基を形成してもよく、又はＲ１９及びＲ２０は、これらに結合する
原子と共に任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基を形成してもよく、又はＲ
１９及びＲ２０は、これらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよいアリー
ル基を形成してもよく、Ｒ２３は、水素原子、任意に置換基を有していてもよいアルキル
基、任意に置換基を有していてもよいシクロアルキル基、又は任意に置換基を有していて
もよいアリール基を表し、Ｒ２２及びＲ２３は、これらに結合する原子と共に任意に置換
基を有していてもよいヘテロシクロアルキル基を形成し、化学式IIIで表される化合物は
、2-アミノ-3-メチル-N-(2-モルホリノエチル)-ブタンアミドではない。）で表される化
合物、又はこの医薬的に許容された塩、エステル、プロドラッグ若しくは溶媒和物。
【請求項１０】
化学式IV：
【化８】

（式中、ｐは、１，２，３，４，５又は６を表し、Ｙ，Ｖ及びＷは、それぞれ独立して、
ＣＨ２，ＮＨ，Ｏ又はＳを表し、Ｒ３０，Ｒ３１，Ｒ３２，Ｒ３２′Ｒ３３，Ｒ３４，Ｒ
３４′，Ｒ３５，Ｒ３５′，Ｒ３６，及びＲ３６′は、それぞれ独立して、不存在、水素
原子、又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲ３４及びＲ３６は
、これらに結合する原子と共に、任意に置換基を有していてもよい炭化水素環を形成して
もよく、Ｅは、-CHRcRd、-NRcRd、-ORc又はSRcを表し、Ｒｃ及びＲｄは、それぞれ独立し
て、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、又はＲｃ及びＲｄ

はこれらに結合する窒素原子と共に任意に置換基を有していてもよい複素環基を形成し、
又はＲｃ及びＲｄはこれらに結合する炭素原子と共に任意に置換基を有していてもよい炭
素環基を形成する。但し、化学式ＩＶで表される化合物は、N-(3-(ジエチルアミノ)プロ
ピルl)-2-(4,6-ジメチル-5,7-ジオキソ-4,5,6,7-テトラヒドロ-1H-ベンゾ[d]イミダゾー
ル-1-yl)アセトアミドではない。)で表される化合物又は医薬的に許容されたこれらの塩
、エステル、プロドラッグ若しくは溶媒和物。
【請求項１１】
化学式IVA：
【化９】

（式中、ｐは１，２，３，４，５又は６を表し、Ｖは、CH2、NH、O又はSを表し、Ｒ３２



(11) JP 2012-519703 A5 2013.4.18

，Ｒ３２'，Ｒ３３，Ｒ３４，Ｒ３４'，Ｒ３５，Ｒ３５'，Ｒ３６及びＲ３６'は、それぞ
れ独立して、不存在、水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し、
又はＲ３４及びＲ３６は、これらに結合する原子と共に任意に置換基を有していてもよい
炭素環基を形成してもよく、Ｅは、-CHRcRd、-NRcRd、-ORc及び-SRcを表し、Ｒｃ及びＲ
ｄは、それぞれ独立して水素原子又は任意に置換基を有していてもよいアルキル基を表し
、又はＲｃ及びＲｄは、これらに結合する窒素原子と共に任意に置換基を有していてもよ
い複素環基を形成し、又はＲc及びＲｄは、これらに結合する炭素原子と共に任意に置換
基を有していてもよい炭素環基を形成する。）で表される化合物又はこれらの化合物の医
薬的に許容された塩、エステル、プロドラッグ若しくは溶媒和物。
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